
1︓浴室ドアの鍵
2︓まがる⻭ブラシ
3︓ベビーゲート（上）
4︓ドアの指挟み
5︓ソファの位置
6︓窓の補助錠
7︓ミニトマトは「4つに切って」
8︓テーブルランナー
9︓ベビーゲート（下）
10︓ウォーターサーバー前のゲート
11︓キッチン⼊り⼝のゲート
12︓レンジ前の踏み台
13︓電気ケトルのコンセント位置
14︓⾃転⾞ヘルメット
15︓住宅⽤⽕災警報器（4箇所）

15のちがい



1︓浴室ドアの鍵
⼦どもが浴室内に⼊って浴槽内で溺れることを予防す
るため、浴室出⼊り⼝の⾼い位置（160cm以上）
のところに鍵をつけておく
2︓まがる⻭ブラシ
⻭ブラシで喉を突いてしまった場合に重⼤な傷害に⾄
らないよう、柄の部分が曲がる⻭ブラシを使⽤する
3︓ベビーゲート（上）
乳幼児が階段から転落することを予防するため、階段
上部にベビーゲートを設置する
4︓ドアの指はさみ
ドアの蝶番部分で指を挟むことを予防するため、指はさ
み予防グッズを取り付ける
5︓ソファの位置
窓からの転落を予防するため、ソファは窓から少なくとも
60cm以上離しておく
6︓窓の補助錠
窓からの転落を予防するため、窓が10cm以上開かな
いように補助的な鍵を取り付ける
15︓住宅⽤⽕災警報器（2箇所）
⽕災の発⽣をいち早く知り、迅速に避難するため、住
宅⽤⽕災警報器を設置する
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7︓ミニトマトは「4つに切って」
ミニトマトや⼤粒のぶどうなどによる誤嚥・窒息を予防するため、
4歳頃までは4つに切って⾷べさせる
8︓テーブルランナー
テーブルランナーやテーブルクロスの上に置かれた熱い飲み物
などが、ランナーやクロスを引っ張った際に落ちて⼦どもがやけ
どすることを予防するため、ランナーやクロスは使⽤しない
9︓ベビーゲート（下）
乳幼児が階段を登って転落することを予防するため、階段の
登り⼝にゲートを設置する
10︓ウォーターサーバー前のゲート
ウォーターサーバーによるやけどや、サーバーの転倒による傷害
を予防するため、サーバーに近づけないようゲートを設置する
11︓キッチン⼊り⼝のゲート
キッチンエリアに⼊れないよう、ゲートを設置する
12︓レンジ前の踏み台
レンジ上の鍋などに近づけないよう、踏み台は撤去する
13︓電気ケトルのコンセント位置
コンセントをひっかけて熱湯を浴びることを予防するため、コン
セントが垂れ下がらないようにする
14︓⾃転⾞ヘルメット
⾃転⾞乗⾞時は常に⾃転⾞⽤ヘルメットを使⽤し、転倒に
よる重⼤な傷害を予防する
15︓住宅⽤⽕災警報器（2箇所）
⽕災の発⽣をいち早く知り、迅速に避難するため、住宅⽤
⽕災警報器を設置する
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